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電話相禁

書ランチ†7ルーブ

介護者援護

朗ソティ7ルーブ

rt云相と仕…Jげかい心？

市内で、僧みごと話相手が欲し
い方を対象に電慈相塵をするため
のグループを結成しました．
相手の活を十四の心で噂くとい

うことからr聴くの会jという名
前になりました．

今年よは、‾ぉの噂を方や福祉制度
等についそ勉強会を中心に活動して
います．

【定例会】　毎月弟4木曜日
午前10時－12時

（於：市立福祉会館）

増し方や、析ンセルグ柑護を射た方夫議連

個人ボランティア

▲．個人登録の方も1～2ヵ月に
一回程度ボランティアセンター

より送られてくる　rボランティア

募集付軌の中から自分にでき怠
活動を凄んで行事のお手伝い．奉

事援助、地域でのお手伝い等いろ
いろな活勤で活オしています。

ご関心のお有りの方は．

ボランティアセンター（℡84ト93〔

まで

手作りの介護用晶等を通してねたきり
等老人介護者く家族）の会を援助するポラ
ンティアグループとして今年の4月より・′

発足しました．
大きなことはできないが手を使って少

しでもお役に立ちたいという思いから会
のメンバーの一人が「ノj、さな手」と名付け
ました．
今までに、お年寄りの食事時に使って‘7

頂く
〟まえかけ〝を作成し、介護者の方々　　テーマル

零×毛Y等X喜k≡×宰×

市社協登録ボランティアから

いろんなグループが

誕生しています。
～善意の仲間を求めています。～

害〉く雪宣×葦書く章×温Y…X≡×享×≡×

齢納曲射も大音削

キ遺ニードの推移

忽延ニード数日登録Ⅴ敷

7月（月名）

一㌢や弓くすこ苫＝薗碍二軒管q野卑

に大変喜んでいただきました。

【定例会】　毎月第3木曜日

年後1時30分－3時30分

（於：市立福祉会餌）
＊私闘してい強敵咽クルを鋏としていま†．

ご娘でご梢破断　ピー梢だぎいれたら、枇穐
ボランティアセンタ

送迎はlイ絹）ボランティアグループ

みちしるベ

現在、お年寄りや障害児（者）等か
らのボランティア要請の最も多い送迎

（通院介助・リハビリ介助通学介助・・
カイドヘルプ等）の粕をグループで

介鱒方法を勉強しなから、＿活動を通

しての感動を分かちあい、兼しくチー
ムプレイで援助しています。

グループ名は道先を案内すること
‘から「みちしるべ」になりました。

【定例会】　毎月第4木曜日
午後1時30分～3時30分（於：市立福祉金銀）
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萱

録
派
遣
制
度
も
少
し
ず
つ
定
着

し
て
ま
い
り
．
七
月
末
現
在
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
約
百
六

十
名
に
達
し
、
派
遣
の
ニ
ー
ド

も
約
五
十
件
と
な
り
昨
年
の
こ

の
時
期
の
約
二
倍
に
な
っ
て
い

ます。今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

馴
L
n
ト
薗
1
U
′
各
日
わ
ー
動
胡
〃
刊
糾
せ

J
小
一
ワ
ン
一
丁
′
つ

縛
牡
の
町
づ
く
り
講
座

各
地
で
開
催

市
牡
協
で
は
．
希
望
さ
れ
た

校
区
福
祉
委
員
会
（
お
お
む
ね

小
学
校
区
単
位
で
結
成
）
と
協

力
し
な
が
ら
次
の
と
お
り
福
祉

の
町
づ
く
り
講
座
を
実
施
い
た

（
書
か
ら
十
月
十
三
日
（
金
）

，
の
毎
会
噌
日
四
回
コ
ー
ス

場
所
刀
根
山
小
学
校

内
容
↓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は

月6月5月4

閻
尉
掛
倒
凰

×
1
1
×
用
V
へ
榊
×
拙
X
刑
V
へ
肌

、
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
L
r
豊

中
の
縞
祉
の
現
状
」
等

日
時
平
成
元
年
九
月
二
十
八
日

（
ホ
）
・
十
月
十
二
日
（
ホ
）
・

十
月
二
十
六
日
（
木
）
・
十
一

月
九
日
（
禾
）

1
り
ヰ
ー
P
ふ
T
J
l
ヰ
／
抽

ァ
の
広
溜
笑
㌢
ハ

＝
．
け
り
．

場
所
泉
丘
公
民
分
錮

内
容
∴
老
人
の
介
鱈
と
心
構
え
L

r
豊
中
帝
の
老
人
福
祉
」
等

桜
職
種
F
杜
脇
L
僧

日
時
平
成
元
年
十
月
十
二
日
で
木
）

・
十
月
二
十
五
日
（
水
）
・
十

一
月
九
日
（
木
）
・
十
一
月
二

十
五
日
（
土
）

場
所
福
祉
会
慮
三
野

内
審
「
あ
な
た
に
も
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
し
「
こ
れ
か

ら
の
地
域
描
址
」
等

酎
鳳
凰
讐

未

　

　

定

申
込
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
8
八
四
一
・
九
三

九
三
）
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
か
、
各
地
域
打
役
員
ま

で
（
後
日
、
各
地
域
の
回
覧

等
で
詳
細
は
掲
載
予
定
）

六
月
二
十
一

日
ね
た
き
り
等

毛
人
介
護
者
豪

族
の
会
の
役
員

の
方
々
と
共
に
市
内
で
要
介
護

人
向
け
に
初
め
て
設
立
さ
れ

た
「
北
条
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
を
視
察
し
て
参
り
ま
し

た。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、

在
宅
虚
弱
老
人
等
を
対
象
に
適

所
に
よ
り
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を

捷
供
し
、
当
該
老
人
の
生
活
の

助
長
、
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
・

そ
の
家
族
の
身
体
的
・
精
神
的

負
担
の
軽
減
に
あ
り
、
職
員

戌
は
、
地
役
長
一
名
、
指
導

三
名
：
看
護
婦
一
名
、
嘱
託

医
一
名
に
な
っ
て
い
ま
す
．

こ
の
地
積
を
見
学
し
、
脱
明

伺
い
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、

養
護
室
・
訓
練
童
・
シ
ャ
ワ
ー
室

等
に
加
え
て
カ
ラ
オ
ケ
設
備
ま

で
も
が
盤
．
っ
て
い
る
も
の
の

r
病
院
と
併
殻
し
て
い
な
い
し
、

r
お
年
寄
り
の
休
息
用
の
ペ
ッ

ト
が
二
台
」
と
い
う
こ
と
で
す
．

な
る
ほ
ど
介
護
を
妻
す
る
老

人
の
施
絞
A
型
（
要
重
介
護
）
B

型
亡
羊
中
程
度
介
護
）
C
型
毒

軽
介
虔
）
の
三
種
観
の
う
ち
■
、

こ
の
度
設
立
さ
れ
た
も
の
は
C

型
の
施
設
で
あ
り
、
軽
介
鼓
（

自
力
で
移
動
、
排
泄
が
で
ノ
ざ
る
）

の
方
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
施

設
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
．
持

ち
に
持
っ
た
施
設
だ
け
に
少
し

心
も
と
な
い
気
特
に
な
り
ま
し

た．
今
後
、
私
た
ち
は
、
こ
の
施

設
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
る

の
か
注
目
す
る
と
共
に
、
現
在

重
度
ぬ
介
講
で
困
っ
て
お
ら
れ

る
介
護
者
の
方
々
の
た
め
に
も
、

よ
り
重
度
の
お
年
寄
り
を
対
象

と
し
た
施
硯
づ
く
り
を
進
め
て

頂
き
た
い
と
懇
願
す
る
も
の
で

す
．
　
　
　
　
　
（
丁
・
丁
・
）

＝
㍍
鞘
　
集
　
後
　
記
＝

今
回
の
「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
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テ
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